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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 13,203 △35.2 △22 ― 31 △47.2 5 △69.5
21年3月期第1四半期 20,371 ― △16 ― 60 ― 17 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 0.77 ―
21年3月期第1四半期 2.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 22,510 15,909 70.7 2,365.16
21年3月期 22,388 15,734 70.3 2,339.12

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  15,909百万円 21年3月期  15,734百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
9.00 ― 9.00 18.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

28,000 △35.0 70 △70.1 130 △60.4 40 △64.1 5.95

通期 57,000 △22.1 230 △56.9 350 △46.8 160 △41.3 23.79



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は４ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年５月15日公表の連結業績予想の修正は行っておりません。上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した
ものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表
等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 7,600,000株 21年3月期  7,600,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  873,338株 21年3月期  873,338株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 6,726,662株 21年3月期第1四半期 7,257,682株



当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、昨年の米国金融危機に端を発した世界的不況の影響により、個人消

費の落ち込みや雇用情勢の更なる悪化等、厳しい経済状況が続きました。 

 石油製品販売業界においては、景気低迷に伴い産業用石油製品の需要が減退したことや一般消費者が石油製品を買

い控えたことなどにより、厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況下、石油製品価格が前年同期と比較し大幅に下落したことや販売数量の落ち込みもあり、当第１四

半期の当社グループ連結売上高は13,203,586千円、前年同期比35.2％の減収、営業損益は22,815千円の損失（前年

同期は16,987千円の損失）、経常利益は31,808千円、前年同期比47.2％の減益となりました。四半期純利益につき

ましては5,202千円、前年同期比69.5％の減益となりました。 

 事業別及び部門別の業績は次のとおりです。 

  

＜石油事業本部＞  

（直営部門） 

直営部門につきましては、関東地区において、環境に配慮したバイオガソリンの販売を開始するとともに、高額

洗車、車検等のカーケア商品の取組みを強化いたしました。しかしながら、石油製品価格が大幅に下落したことな

どにより、売上高は4,642,837千円、前年同期比34.5％の減収となりました。 

（卸部門） 

 卸部門につきましては、販売店各SS（サービスステーション）の販売力強化を目的とした研修会を実施いたしま

した。しかしながら、販売店SS数の減少や石油製品価格が大幅に下落したこともあり、販売数量、売上高ともに減

少いたしました。その結果、売上高は2,702,341千円、前年同期比34.4％の減収となりました。 

（直需部門） 

 直需部門におきましては、太陽光発電システムや燃料電池等の環境配慮型商品を販売するため、新規顧客及び石

油製品で取引のある顧客への販売手法を模索いたしました。しかしながら、顧客の燃料転換や景気低迷に起因した

生産調整に伴う需要減退等により、販売数量が減少いたしました。また石油製品価格が下落したことなどもあり、

売上高は4,013,027千円、前年同期比40.4％の減収となりました。 

（産業資材部門） 

 産業資材部門におきましては、ペットボトル飲料の販売を強化しましたが、景気低迷による石油化学製品需要の

落ち込みなどにより、売上高は1,192,255千円、前年同期比16.5％の減収となりました。 

（その他部門） 

 その他部門は液化石油ガス関係において、仕切価格に即応した販売活動を展開するとともに、小規模ながら営業

権買収を実施し、収益基盤を強化いたしました。しかしながら、景気低迷により事業用自動車向け液化石油ガスの

販売数量が減少したうえ、石油製品価格が下落したことなどにより、売上高は351,916千円、前年同期比50.4％の減

収となりました。  

＜外食事業＞ 

 ケンタッキーフライドチキン店は、景気低迷に伴う持ち帰り需要に対応した、テイクアウト商品の販売促進に注

力いたしました。タリーズコーヒー店は、店舗周辺のオフィス人口減少や景気低迷に伴う嗜好品需要の減少に直面

するなど、厳しい収益環境となりました。その結果、売上高は176,083千円、前年同期比6.3％の減収となりまし

た。 

＜不動産事業＞ 

不動産事業につきましては、物件周辺の不動産市況に則した賃貸料の見直しを実施し、稼働率向上を図りまし

た。また、前年度に購入した物件の賃貸料を計上したこともあり、売上高は125,124千円、前年同期比6.5％の増収

となりました。 

  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

（総資産） 

 総資産は、前連結会計年度末に比べ、122,957千円増加し、22,510,973千円となりました。これは、現金及び預金

が76,295千円減少、受取手形及び売掛金が62,428千円減少し、償却などにより有形固定資産が65,825千円減少した

ものの、時価評価などにより投資有価証券及び関係会社株式が379,085千円増加したことなどによるものです。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



（負債） 

 負債は前連結会計年度末に比べ、52,219千円減少し、6,601,336千円となりました。これは、支払手形及び買掛金

が400,193千円増加したものの、未払金が215,691千円減少、賞与引当金が152,364千円減少、未払法人税等が

110,255千円減少したことなどによるものです。 

（純資産) 

 純資産は、前連結会計年度に比べ175,177千円増加し、15,909,636千円となりました。これは配当金の支払いなど

により利益剰余金が55,337千円減少したものの、時価評価によりその他有価証券評価差額金が226,865千円増加した

ことなどによるものです。 

 この結果、１株当たり純資産は前連結会計年度と比べ26.04円増加し、2,365.16円となりました。 

(2) キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、営業活

動によるキャッシュ・フローにおいて資金が増加したものの、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動に

よるキャッシュ・フローにおいて資金が減少したために、3,419,864千円（前年同期比1,332,579千円の増加、前連

結会計年度末比76,640千円の減少）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローでは、売上債権の減少額59,841千円、仕入債務の増加額400,193千円などによ

り資金が増加し、賞与引当金の減少額152,364千円、法人税等の支払額116,799千円などにより資金が減少したこと

により、214,785千円の資金の増加（前年同期比273,397千円の減少）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によるキャッシュ・フローでは、有形固定資産の取得による支出88,597千円などにより資金が減少した

ことにより、89,726千円の資金の減少（前年同期比530,226千円の増加）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローでは、社債の発行による収入200,000千円などにより資金が増加したものの、

借入金の返済による支出140,000千円、社債の償還による支出200,000千円、配当金の支払額60,539千円などにより

資金が減少したことにより、205,349千円の資金の減少（前年同期比319,816千円の減少）となりました。 

  

平成21年５月15日発表の業績予想に変更はありません。   

  

  

 該当事項はありません。  

  

 影響額の僅少なものについて、一部簡便な方法を採用しております。  

  

 該当事項はありません。  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,443,258 3,519,554

受取手形及び売掛金 6,558,441 6,620,870

有価証券 39,267 32,651

商品及び製品 558,890 528,989

その他 252,528 281,632

貸倒引当金 △18,889 △24,993

流動資産合計 10,833,497 10,958,704

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,738,684 2,779,152

土地 4,272,926 4,272,926

その他（純額） 332,927 358,284

有形固定資産合計 7,344,538 7,410,364

無形固定資産 151,497 153,228

投資その他の資産   

投資有価証券 2,562,458 2,306,542

関係会社株式 857,917 734,748

その他 838,743 897,147

貸倒引当金 △77,679 △72,719

投資その他の資産合計 4,181,439 3,865,718

固定資産合計 11,677,476 11,429,310

資産合計 22,510,973 22,388,015

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,558,344 1,158,150

短期借入金 665,000 765,000

未払金 466,361 682,053

未払法人税等 17,862 128,117

賞与引当金 113,888 266,252

役員賞与引当金 3,500 26,032

その他 452,892 532,739

流動負債合計 3,277,849 3,558,345

固定負債   

社債 1,020,000 860,000

長期借入金 320,000 360,000

退職給付引当金 982,149 972,014

役員退職慰労引当金 61,534 62,414

その他 939,803 840,782

固定負債合計 3,323,487 3,095,210

負債合計 6,601,336 6,653,556



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,624,000 3,624,000

資本剰余金 3,280,507 3,280,507

利益剰余金 9,188,798 9,244,135

自己株式 △643,318 △643,318

株主資本合計 15,449,986 15,505,323

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 476,958 250,093

為替換算調整勘定 △17,309 △20,958

評価・換算差額等合計 459,649 229,135

純資産合計 15,909,636 15,734,459

負債純資産合計 22,510,973 22,388,015



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 20,371,914 13,203,586

売上原価 18,769,378 11,733,443

売上総利益 1,602,535 1,470,142

販売費及び一般管理費 1,619,523 1,492,957

営業損失（△） △16,987 △22,815

営業外収益   

受取利息 1,844 854

受取配当金 43,480 47,360

仕入割引 28,303 7,508

軽油引取税納税報奨金 12,060 9,787

その他 6,660 10,954

営業外収益合計 92,348 76,465

営業外費用   

支払利息 11,256 10,810

社債発行費 － 4,397

その他 3,815 6,633

営業外費用合計 15,072 21,841

経常利益 60,288 31,808

特別利益   

貸倒引当金戻入益 － 5,590

その他 － 553

特別利益合計 － 6,144

特別損失   

固定資産売却損 62 －

固定資産除却損 6,302 1,130

その他 1,185 －

特別損失合計 7,550 1,130

税金等調整前四半期純利益 52,737 36,822

法人税、住民税及び事業税 16,607 11,744

法人税等調整額 19,074 19,875

法人税等合計 35,681 31,619

四半期純利益 17,056 5,202



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 52,737 36,822

減価償却費 61,256 71,763

賞与引当金の増減額（△は減少） △149,744 △152,364

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,824 10,135

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,446 △1,144

受取利息及び受取配当金 △45,324 △48,215

支払利息 11,256 10,810

固定資産除売却損益（△は益） 6,365 726

預り保証金の増減額（△は減少） △83,214 653

売上債権の増減額（△は増加） 1,302,679 59,841

たな卸資産の増減額（△は増加） △96,692 △29,901

仕入債務の増減額（△は減少） △513,059 400,193

その他 47,239 △66,194

小計 626,771 293,128

利息及び配当金の受取額 47,461 51,028

利息の支払額 △15,470 △12,571

法人税等の支払額 △170,579 △116,799

営業活動によるキャッシュ・フロー 488,183 214,785

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △614,775 △88,597

貸付けによる支出 △10,000 △10

貸付金の回収による収入 11,537 3,808

その他 △6,715 △4,926

投資活動によるキャッシュ・フロー △619,953 △89,726

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △100,000

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △12,500 △40,000

社債の発行による収入 － 200,000

社債の償還による支出 △100,000 △200,000

配当金の支払額 △72,576 △60,539

その他 △455 △4,809

財務活動によるキャッシュ・フロー 114,467 △205,349

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,531 3,649

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △26,834 △76,640

現金及び現金同等物の期首残高 2,114,119 3,496,505

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,087,285 3,419,864



 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成20年4月１日 至 平成20年6月30日） 

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年6月30日） 

（注）(1）事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

(2）各区分の主な製品 

① 石油関連事業……ガソリン、灯油、軽油、重油、潤滑油、石油化学製品、液化石油ガス、ガス関連商品、

自動車関連商品、その他 

② 外食事業…………ケンタッキーフライドチキン店及びタリーズコーヒー店のフランチャイズ運営 

③ 不動産事業………不動産の賃貸 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
石油関連 
事  業 
（千円） 

外食事業 
（千円） 

不動産事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全  社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  20,066,586  187,830  117,497  20,371,914  －  20,371,914

(2）セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  15,461  15,461  △15,461  －

計  20,066,586  187,830  132,958  20,387,375  △15,461  20,371,914

営業利益又は営業損失（△）  16,479  △8,980  72,367  79,866  △96,854  △16,987

  
石油関連 
事  業 
（千円） 

外食事業 
（千円） 

不動産事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全  社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  12,902,378  176,083  125,124  13,203,586  －  13,203,586

(2）セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  14,629  14,629  △14,629  －

計  12,902,378  176,083  139,753  13,218,215  △14,629  13,203,586

営業利益又は営業損失（△）  6,047  △12,415  77,686  71,319  △94,134  △22,815



前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計金額及び全セグメント資産の金額の合計額に占める本国の割合がいずれも90％を

超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

前第１四半期累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 平成

21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 該当事項はありません。   

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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